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「メンデル家12人兄弟館の書」
について（8）（第2巻第一部）
坂本信太郎
はじめに
　前回の早稲田商学第324号においてニュルソベルク市立図書館古文書部所蔵
の手書本rメソデル家12人兄弟館の書」第一巻についての紹介が終った。本稿
からは第二巻の紹介に入乱
　第二巻は1Nr。（索引番号ユ～74γ），2Nr．（75～150v．），3Nr。（151～224
v．），4Nr．（225～300v．）の4部から成っている。今回はこのうちの1Nr．（1～
40w）について紹介・解説を記することにした。
　第二巻の手書き文の解読には，第一巻の場合のような充分なText（Pr0£
Wilhe1m　Tme等にょるTex亡）がなかったので，ニュル！ベルク市立図書
館古文書部のKar1Fischer編のタイブ印書”Register“並びにFrau　Mar・
garete　Wa馴erの”Das　Alte　Mmberg；Einb1ick虹vier　Jahrhmderte
Handwerksleben“，，，N泣mberger王Iandwerker；Bilder　und　Aufzeichn㎜g
ausd㎝Zw61fbr直der舳usem1388～1807、“の二著書を参照しながら進め
た。
　解説においては技術的な観点からのみでたく，多少無理しても出来るだげ広
い立場，即ち杜会史的，風俗史的観点も採り入れて記するように心掛げた。亦
理解を得やすくするため，参考になるよう放図や地図を許される隈り多く示す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？31
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ように努めた。
　小生の浅学非才により，種々の誤読・誤解を多々生じていることと存ずる。
不備・不明等の点については，何卒御寛容の上御教示，御指導を頂きたいと存
じている。
1．ニュルンベルク市の手工業職人
　ニュルソペルク市の市政方策は，市繁栄の基本を商業の発展に求め，何より
も魅力ある交易の場，商業地とすることにあった。この点，他の自由都市と全
く同様であったが，他都市が執勧なまでにその緯持に努めた中世的強制市場貿
易はこれを排除し，代って近代的な自由市場貿易を目指したことは大きた違い
である。更にニュルソベルク市は次の点でも他都市とは相違していた。多くの
他の商業諸都市一例えぱリューベクのようなハソザの諸都市一は確かに交
易・交換の場，商業都市として隆盛を極めてはいたが，何れもが他国商品の単
なる申継の地であるに過ぎず，自からを支える商品，産物を生産していないと
いう弱点を包含していた（ハソザの諸都市を没落させた原因は種々であるが，
最も基本的なものはここにあると言えよう）。これに対しニュルソベルク市は
単なる中継的な地位に甘んずることなく，自からの製品・商品を生産し，所有
することによって，世界貿易の申での当市の地位を強化し，一層商業を活気づ
げることを重要た方策としたのである。手工業職人を各地から集め，亦育成に
も努力L，同業組合（Zmft）の結成を許可し，その保護・優遇に努めた。更に
市当局者はその製品に世界的名声をもたらすこと，その栄誉をいつまでも維持
L続けることを強く意図して，製品の厳重な検査・監督を当局の手で実施する
ことを定めた。合格品にはNマークを付し，Nマークの無い製品の販売を厳禁
したのである。亦市独自の特産品の生産を奨励した。そしてその秘密漏洩を警
戒L，特産品関遵の重要な職種は「非自由手工業」に指定し，これに従事する
職人をニュルベルク市の住民に隈定し市壁の外に出ることを禁足するという強
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い処置をとったのである。こうLた市の政策がニュルソベルク市を商業都市と
してぱかりでなく亦中世世界に病数な手〕二業都市たらしめたのである。とは言
え，市の指導者の施策の重点は商業・交易の発展にあって，手工業の発展はあ
くまでもそのための一手段にすぎたかった。従って市の商業政策上から言って，
手工業者の地位を高めることは好ましいことではたい。あくまでも手工業職人
を充分に支配可能な状態に押し込め，管理し得ることが必要であった。職人達
は市への忠誠を誓い，市の各種の使役を誠実に務め義務を充分に果Lたが，参
事会への参加は拒否された。彼等は経済的にも身分的にも，上昇することは殆
んど不可能であった。僅かに親方の一部が，それも製作著としてではなく，職
人・徒弟を指揮しながら，その製品の飯売に意を注ぐことが出来た販売者とL
ての親方のみが，中層階級へ脱け出すことが出来たのである。大部分の職人は
低い地位と経済状態，そして大きな不満の状態に留められたままであった。
　市が手工業の奨励に努めたことは当然種々な職人を各地から当市に集中せし
めることとなった。その様子の一端は，例えぱrある首斬り役人の目記」（Das
Tagebuch　des　Meister　Franz　Scharfrichten　zu　Nむmberg），におけるニ
ュルソベルク市での処刑老の職業と出身地を見ても如何に各地から職人達が当
市を目指して集まってきていたかを伺うことが出来る。
　技術の進展と杜会の進展があいまつとき，集団の中に専門家カ拙現してく
る。出現の当初にはその専門家は索材の入手からすべての作業まで自分自身だ
けで逐行する。やがて需要が増犬し生産性の向上が要求されるようになると，
分業の形態が導入されてきて効率的に作業が行われるようになる。そして分業
による生産体制をより一層劾果的にするため今度は，各地にぱらばらに分散し
て作業していた分業生産老達は，自ずと一定地域に集中して作業するようにた
ってくるものである。そしてそこに同業種の職人達の生活地域，街区が形成さ
れるにいたる。例えぱ鍛治町，紺屋町，履物横丁，鉄砲町……といったよう
に。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？33
242 早稲田商学第333号
?
⑤　　A
　　⑳葛　　、　　e鋤fε
　　　　　　　　　　B
440
鮮⑮H⑳ x
固g．1
　　　　　　　　　⑪
　　　　　　　　⑬　　　　　　　　　　1V
ニュルソベルク市内職人集中地区図
　ニュルソベルク市中にも，職人の集中に伴い，こうした街区・地域が，表1，
Fig．1に示したようにつくられていった。
　第2巻の図葉には，フラソケソ地方の美しい風景や中世期のニュルソベルク
市内の景観が屡々示されている。この景観と，その中に描かれている職人の業
種を併せて勘案してみると職人の作業部屋が市中のどこに在ったかを推定出来
て大変に面白い。そして現在のニュルソベルク市の広場，穣丁，通りの名称に
は，い重だにそれらの中世時代の名称そのままがよく保存されており，生きて
いることが分る。
2．「12人兄弟館の書」
1．財団理泰老　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．2
　HieronymusSchOrstab，1550年，当館の理事老に就任し，1565年迄その職
734
243「メソデル家12人兄弟鰭の書」について（8）（第2巻第一部）
表1ニュルソペルク市における職業名称をもつ地区
番号
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳
⑳
⑳
⑬
⑳
⑳
⑳
⑳
⑱
⑳
⑳
名　　称
Adam　Kraft　straBe
Albrecht　D固rer　p1atz
Becksch1ager　gasse
Binder　gasse
Bucher　stra£e
Burgschmiet　straBe
B廿ttners　gasse
F至rber　straBe
Fischer　gasse
Flascbenhof　straBe
Fleisch　b量nken
F1eisch　brOcke
Glocken　hof　straBe
G16ckleins　gasse
Hadeτm七h1e
Hans　Sachs　gassg
B［enker　steg
Hinter　Leder　gasse
正IopfertstraBe
Huter　gasse
Inner　Laufer　gaSSe
Kannen　g細chen
KapPengasse
Kom　market
阯査merSgaSSe
Kupferschmieds　hof
KOrschllers　ho｛
Landauer　gasse
Leder　gasse
MOh1gasse
鍵1
I
工
皿
皿
I
I
皿
皿
皿
v
I
v
皿
皿
v
皿
I
皿
皿
皿
﹈??
巫
皿??
I
皿
v
皿
皿
皿
1番号
⑳
⑳
⑱
⑳
⑳
⑱
⑳
⑱
⑳
⑳
⑳
⑳
⑬
⑭
㊧
⑳
⑳
⑱
⑲
⑳
⑪
⑳
⑬
⑭
⑬
⑯
⑰
⑱
⑲1
融
名　　称
M伽1z　gasse
Mgeleinspla屹
0bere　Schmied　gasse
Obere　Sδld亘ers　gasse
Panierspla吻
Pfa口nel1Schmieds　gasse
Pfeifer　gasse
Sankt・Joha口nis　Mむhl　gasse
Schi1d　gasse
Sch1eifers　teg
Schlot｛eger　gasse
Schliissel　straBe
Schmausen　gasse
Schuster　gasse
Stangen　g査Bchen
St6pse1gasse
Tr6del　market
Tucher　gasse
Tuch　macher　zwinger
Waag　gasse
W雌㎝hof
Webers　p1atz
Wein　markt
WeiBgerber　gasse
Wi此e1straBe
Wo11㎝g狐ch㎝
Zirke1schmied　gasse
Zufuher　s泣aBe
GroBweide皿m直h1straBe
K1einweide口mOhl
地域
番号
???????????????????????????
A．カイザープルク城
B．ラウファートーア塔
C．フラウエソトーア塔
D一シュピタールトーア塔
E．ノイトーア塔
F．聖ゼバルドス教会
G．聖フラウエソ教会
H．聖ロレソツ教会
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　　　　　　Fig，2財団理事者
（A㎜b．317b．2o，Bd　II＿1，1，Stadtbib1iothek　Nbg．）
を勤める。彼は1512年生れで1573年に死去しれ
　十字架上のキリスト礫刑像を中心にLて，その左右に理事老と2人の夫人，
Dorcthea（旧姓Sch1eicher）とBarbara（旧姓Kobo1dt）が脆いて手を合わ
せている。後には僧上帽をかぶった僧が控えている。亦胃とアカソサスの彫刻
で飾られたSch泣stab家の紋章が横たえてあ乱
　理事者は白いレース飾りのあるハイネックカラーの黒色長袖の服を着げ，そ
の上に毛皮裏のゆったりしたガウソを羽織っている。ガウソの前開きは毛皮を
はった見返Lが大きくとられており，裾まで続いている。幅広い毛皮のラペル
が肩をただらかにおおっている。これは16世紀当時のファッショソライソであ
る。補の部分はバットで大きくふくらましてあり，スラッシュが入っている。
そして肘の部分はアームホールになっていて，腕の出L入れが自由に出来るよ
うになっている。1コ髭と対にして小奇麗に四角に刈り込んだ顎髭はこれ亦当時
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固9。竃S㎝iirstabの服装
の流行スタイルである。夫人はチソバソドでしっかり保持しているコイフを被
り，白いレース飾りのハイネックカラーの肌着の上に，細かいひだの長いヶ一
プを着用している。
　背景はニュルソベルク近郊のオーベルン村にある理事者の居館である。水流
に囲まれた美しい魅惑的な館で，館の煙突と附属の教会堂鐘楼の尖塔とが見え
る。煙突があるということは，この館には立派な暖炉や，火格子を備え完全に
築かれた炊事用かまどのある，新式で快適た屠館である事を示している。2箇
所ある入口の上部にはいずれにもSchirstab家の紋章がつげられてい乱入
口の一つには落し格子を備えた厳丈な橋が掛っていて外部に通じてい乱
　17．羅針盤作り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固＆4
　Seba1d　Seydletは羅針盤作りで，1549年入所。メソデル家本第2巻冠頭の
職人である。第2巻には羅針盤作りのようた精密機械の職人が13人とり上げら
れている。この兄弟は，今目どうやら読み取れる古文書によれぱ，小川に身を
投じて死亡したと記されている。345番目の兄弟である。
　煉瓦積のがっしりした仕事部屋1で，彼は深く身をかがめて鉄製の指針をヤス
リで削っている。傍には金鎚とタガネが置いてある。作業台の前には長いベソ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　73？
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　　Fi9．4羅針盤作り
（Amb．317b．2。，Bd　II＿1，1Y）
チが壁に沿って傭えられており，仕上げられた指針が山にたっている。曲った
つるのついた彼の目鏡とそのサツク及び完成された象牙製携帯用ブヅク型羅針
盤が見える。（「ニュルソベルクの手工業職人」の薯者Margarete　Wagner女
史は，これを携帯用目時計と記しているが，日時計に必要な糸枠，立ち板など
が無いので間違いであると思える。）この器械は陸路旅行用のものと思われる。
砂時計が掛けてある彼の眼前の壁にはブッチニソガラスの入った大きな窓が2
個開いている。奥の鍛治炉は静かに燃えさかっているようだ。
　鉄製の指針は削り上げられてから焼入されて鋼の指針にされる。次いで強い
磁石の極の部分を当てて一方方向に繰り返し何度もこすって磁針にするのであ
る。
英人ウイリアム・ギルバート（Wi11iam　Gi1bert）が著した著名の書r磁石に
ついて」（1660）の第3巻，12章，139～142頁に，灼熱した鉄を子午線の方に
738
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向けて叩き延ぱすと磁石になること。亦，灼熱した鉄をそのまま子午線に向け
ておいて冷却してやると同様に磁石が得られる。更に鉄棒を20年以上も子午線
に沿って固定しておくとやはり磁石になる，と記している。尚当時，鉄棒を子
午線に沿ってぶら下げておき金槌で叩いても磁石が得られることもよく知られ
てし・た。
　磁石についての知識は既に古代ギリシヤ人に知られていたが，一方向への指
向性があることは知られていなかった。指向性については紀元2世紀の中国の
書物に，磁石のことをr針に方向を与える石」と書いてあるのが最初のようで
ある。そして初めて船の羅針儀として使ったのは北欧であったようだ。1187年・
英のアレクサソダー・ネッカム（A1exander　Neckam）が「自然について」「道
具について」の著作の中で視界の悪い時の応急手段として，水面に磁針を刺し
たアシの茎を浮べると針が北の方向を指すと記している。亦支軸（pivot）の上
で回転する持ち運びの出来る乾式方式の器具についても記している。羅針盤と
して完成を見るのは16世紀になってからのことである。羅針盤は航海用及び陸
路旅行用に用いられるだけでたく，アグリコラ（G・B・Agrico1a）が「デ・レ・
メタリヵ」（De　re　meta11ica．1556）巻の3に詳しく記しているように，鉱区
測量や鉱脈の走向決定にも用いられた。
　羅針盤の製作で有名であったのは，アウグスブルク，ニュルソベルク，フラ
ソドル，北イタリアであったが，特にニュルソベルクは優れていた。
　2．漁師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耐g．5
　漁師のHans　Pydendor賃er，通称Zott　Hansは1549年12月1日当館に入
所。95歳であった。そして1552年6月6日，98歳で死去す乱346番目の兄弟
であった。彼が死去した年ぱA1brechts辺境伯がニュルソベルク市を包囲攻
撃していた時である。r私，当財団の理事者HieronymusSch亡rstabの父の手
記によると，彼Hansは1512年3月11日の私の洗礼式に立ち合った」と文書
に記してある。〔（註）　ブラソデソブルグ・クルムバヅハの辺境伯Albrecht
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　739
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　　　Fig．5漁　師
てAmb．317b．2。，Bd　II＿1，2）
Alcibiades（1522年生，1557年没）が，Rechenbergでの2回目の戦争中の
1552年5月17目から6月24日迄，ニュルソベルク市を包囲攻撃したのであるが，
市は良く耐えて独立を保つことが出来た。〕
　HanSはカプチン頭巾をデフーブレにし，庇の長いフェルト帽を被り，流れ
の速い川に入り，たも網で魚をすくっている。川岸には肩に掛けて運べるよう
に太綱が巻きつげてある魚入れの木橘が置いてある。この木桶にはハソドルの
ついた立派な金属製の蓋が取りつげてあるのが見られる。岸の奥にはワラ屋根
の小さい家が建ち，この家の近くまで川は分れて流れこんでいる。得られた魚
は活魚として街で売られれ
　27．水筒作り
　水筒作りのManhaymのLorenzは，1547年入所。1552年12月21日に60歳
で死去。347番目の兄弟である。
　740
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　大型のヤットコで薄鉄板をしっかり挟んで水筒の片側を叩き出している。床
には叩き出した水筒の片側が散らぱっている。鉄板は叩かれているうちに硬化
するので，その都度炉に入れてなましたり歪を除いたりして成形するのであ
る。
　職人が使用している犬型ヤットコの出現は，金属板加工や鍛治作業を容易に
し，一層正確に，自由自在な製品を作り出す事を可能にした。大型ヤヅトコが
メソデル家本に初めて現われたのは第1巻，9の蹄鉄鍛治の中である（早稲田
商学，302号，p．183参照）。水筒作りの職人は今迄に4人出てきたが，この中
で大型ヤットコを使用しているのは今回が初めてであ私
　3．荷造り人
　荷造り人Sixt　Tamerは1弘9年工2月1目入所。そして1553年10月3日，
71歳で死去。’348番目の兄弟であった。第1巻，110▼．（早稲田商学，312号，
P．114），148∀（同じく313号，P．238），152（同じく313号，P．242）参照。
　3▽．　コソパス作り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．6
　Hainrich　Eck，1551年4月13目入所。1553年11月26目死去。60歳であっ
た。盟9番目の兄弟である。
　ガラスの入った犬きな両開きの窓に面した作業ベソチの上の金床で，コソパ
ス（両脚器）の片脚を仕上げている。左手に掘んでいる手万力（早稲田商学313
号，P．228，Fi＆142参照）でしっかりとコソバスの頭都を挟みつげ，有手に
持った目の荒い，長い柄のヤスリで削っている。万力を用いないで片手でヤス
リ操作をするので，ヤスリが不安定にゆれ，作業が満足に行えない。その防止
のためにヤスリの木柄を長くし，肘にかけた革バソドの輸で肘と一体になるよ
うに緊縛し固定させている。ヤスリを安定させ，肘の運動と力を完全に伝えら
れるようにしている。ベソチの上には出来上ったコソバスと部品の片脚カミ置い
てある。
　出入口からは外壁に囲まれた赤瓦，白壁の立派な館が見える。外壁には厳丈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？41
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　　Fi9・6　コソパス作り
（Amb．317h2o，Bd　II＿1，37）
な蝶番のついた扉がぴったりと閉ざされている。若しこの仕事場がコソバス職
人横丁の角で，ヤコブ通に面しているとすれぱ，この館は教区大監督本部
（Erzbisch舶Dekanat）の館であろう。亦屋根越しに見える十字架はその近く
にある聖ヤコブ教会のものと思える（固g．1の餉及び固g．20．I参照）。
　コソパスは設計Lたり，図案を描いたり，精密工作加工をするために欠くこ
との出来ない基本的な器具で，大昔から使用されていた。真鑑鋳物製のものや，
鉄鍛造品のものもあり，丁寧に仕上げられており，亦立派な彫刻装飾がほどこ
された正に芸術品といえるものもあった。16，17世紀における自然科学と技術
の発展並びに常に一定品質の製品を大量生産したいという杜会的な要望の急進
が・こうした基本的測定器械器具への関心を増大させたのである。コソパス製
造職人は職人の中でも比較的高い地位を保っており，コソパスぱかりでなくヤ
ットコ，万力，ハソマーの製造にも関わった。そして種カの技法を駆使して優
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美な製品を競い，芸術的な誇りも持っていた。建築家達の肖像画の中で，いつ
もコソバスは象徴的な添え物として描かれているが，このことにもコソバス職
人の地位の高さが窺える。
　4．　ジャッキ作り　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．7
　ジヤッキ作りのHansZentgra舐は1549年1月28目入所。そして1553年
10月10目，ふとももの切断手術のため病院（Franzosenhaus）に入り，1554年
1月23日同病院で死去。55歳であった。350番目の兄弟である。
　大きく開いた窓に向った作業台のねぢ式万力に，鉄製ジャヅキの腕の部分が
しっかりと固定してある。ジャッキの腕の先端は三目月型の爪をなしていて，
身の部分には粗くラックが刻んであ乱彼は今，目の荒い大きたヤスリを両手
で掘み，ラックの部分の歯を刻んでい乱このヤスリも柄が長く，腕の運動を
そのままヤスリに伝えるように革バソドを肘にかけている。作業室には2台の
　固㌫7　ジャッキ作り
（Amb－317b．γ，Ed　II＿1，4）
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完成品が置かれている。ジヤッキの腕は箱型の筒の中に差し込まれていて，ハ
ソドルを廻して上下出来るようになってい乱この道具は重量物移動のための
補助道具であり，大きな石塊や木材の底部を押し上げて，そこに支えの台を差
し込んだり或いは重い物の位置を一寸横にずらす際に重宝がられた。各種のジ
ヤヅキとその使用中の図がフラソス大百科全書に出ている。〔フラソス大百科
全書絵引，（平凡杜，1985年10月）p，128，Fig．I，64；p．165，Fig．III．1，2，
3，4；p．380，Fig．II．52，53，54，55参照〕
　仕事場奥の扉には立派た錠前金具，蝶番飾板そしてノッカー兼把手がついて
いる。
　47。荷馬車の駆者
　Hans　M刮1ner，通称Hei1iger　Geistと呼ぱれている荷馬車の駆者は，失業
して1549年4月28目当館に入所した。58歳であった。そして1554年4月4目，
63歳で死去。351番目の兄弟である。
　駆者はフラソケソ地方のすがすがしい緑の光景の中を，箱型の荷台の2輸車
の荷台前縁に腰を下ろし，たずたをひきつつ鞭をふるっている。荷台の横板に
は長柄のシヤベルが掛けてあり，土配びの作業場に向っているようである。9
　　キ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タイヤ
本の轄を持った大きな車輸には鉄の輸金がはめてあ乱亦こしき（車軸受け）
が車輪平面よりも外に突き出た皿型の車輸になっているので，凸凹遣での振動
からくる横の衝撃に十分耐えることが出来る構造の荷車であることが分る（ヨ
ースト・アマソ，「西洋職人づくり」の車大工の図n＆8を参照されたい）。
　5．羊毛硫き櫛作り兼染物師
　羊毛硫き櫛作りのHansLangは1546年4月28目，入所。52歳であった。
そLて1554年4月14目，60歳で死去。352番目の兄弟であった。
　手万カでLっかり押えたすき櫛の長い鉄の歯を金床の上で削っている。作業
台上には硫き櫛の歯の材料とハソマーが置かれている。床上には完成Lた硫き
櫛と木台に据えられているもう一つの金床がある。この金床は鍛治炉で熟した
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「メソデル家12人兄弟館の警」について（8）（第2巻第一部） 253
9脈螂σgれ鮒
’、 、I　1≒■
＾＝≡皇　“’宝
一 旦
官　守　一　　一一㌔1 一■一　　■一＾　　　．　■　　■ I
ぎ ‘1 、
’ポ 阪。 ’’●■I 、… 呈、’齪
蔀‘
菅 、 ＾
??? “’
一
、 11ノ
■
一
‘ ’
、
、心．　　一｝｝甘　“
Fig．8車大工（Jast　Ammam画）
鉄棒を硫き歯に鍛造するためのものである。
　57．ヤスリ冒立てエ
　ヤスリエのPangratz　Pon£delは1547年10月13日入所。そして1554年9
月11目，74歳で死去。353番目の兄弟である。
　赤い屋根の塔が望める大きく開いた窓を前にして作業台が置かれている。前
掛げをした彼がベソチに腰を下ろしてヤスリの目立てをしている。作業台上の
四角い鉄のプロヅクを金床にLてヤスリ板にタガネで歯を刻んでいる。ヤスリ
板には長い革紐の輸（フソバリ革）がかけられ，作業台にあけられている穴を
通して職人の足許童で垂れている。ヤスリ板面にヤスリの歯を刻みこむ時，フ
ソバリ革の下端を足で強く踏みつけ，ヤスリの坂面を金床面にしっかり固定す
る。そLて作業の進行につれてヤスリ面を少しづつ繰り出してゆくのである。
作業台上には亥峰了えたヤスリ，材料の鉄板が，亦ベソチにはヤスリ板，タガ
ネ，ハソマーが置いてある。背後にある燃えさかっている鍛治炉中には焼き入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　狛5
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れのためのヤスリがさし込んである。ブッチエソガラスの入った窓の下の机に
は，蓋付水差とパソ，ナイフが見える（早稲田商学313号，152▼．，P．243，Fig．
154参照）。
　6．荷馬車の駅者
　荷馬車の駆者Stephan　Krap伍は失業していた1554年2月12目，入所。そ
して同年10月21日，67歳で死去した。354番目の兄弟である。
　四角の荷台，中ぶくらみの輻の2輸章は，馬からはずして道路上におかれて
いる。彼は長柄のシヤベルで遣端に山になっている土を荷台に積みこんでい
る。狭いつぱのある山の高い帽子は暑いとみえて路上に投げ出Lてある。背後
の跳望は天高く青く澄んでいて山また山が重なっている。この図は4▽．図の続
きの絵のようである。
　6▽、古靴修理
　古靴修理（A1treuss）のHans　VOgelは1546年入所。入所当時から2本の
松葉杖の助げたしには歩けたかった。そして1555年8月30目，66歳で死去，
355番目の兄弟であった。
　膝迄の館の制服にカプチソ頭巾をデフーブレに着け，長いショースをはいて
いる。フエルト帽をかぶり前掛をしめ，3本脚の腰掛げにかげている。靴屋は
普通轍を膝の上に園定する為にふんぱり革を利用するが，足の悪い彼は両膝の
間に靴を締めつげている。そLてピッチを染みこませた長くて太い亜麻糸でか
かとの部分を縫っている。床には修理すべき靴や革片がちらぱっている。亦大
きな革製の容器には靴が浸してあり，柔かくされている。十字枠で仕切られて
いる犬きな窓の一区画は網格子で通気用になっていて，他はブッチエソガラス
入りである。作業台の上には形の異たるナイフや縫糸の玉，糸を通した針，突
き錐，糸の通りを滑らかにするためのロウの塊り，そLて間食用のパソのかげ
らとジョッキ，ナイフが並べてある。後ろの壁の棚には，蓋付水差しとジョヅ
キが逆さにしてくいにかげてあ肌その下に，彼の所有物である小さい手ぽう
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き，ローソクの芯切りナイフ，鏡が下がっている。これらばいづれも兄弟館の
財産目録に記載されているものである。右隅の小引き出しと扉のついた豪華な
飾り戸棚には手洗い用の水の入ったコックのついた錫容器と金だらいが置いて
ある。これらのものは足の不自由な彼への配慮であろう。丁字形をした撞木杖
がいつも彼の傍に置かれている。
　7．針製造人兼塔守り
　針作り兼塔守りのStepfan　Weynmanは1543．年，61歳の時入所。1555年
10月1日，73歳で死去。356番目の兄弟であった。変り者の小びとであった。
　板張りの床の作業場，2方の壁には一隅が通気用金網になっている十字枠の
ブッチエソガラス入りの窓が入っている。彼はゴチック風脚飾りのある作業机
を前にしてベソチに腰を下ろしているが，足が短かいので四角な台を足下に置
いている。作業机には小形の角錐形金床，長さの異なる3グループに分げた針
の素材の東，針金を真直に矯正するためのハソマー，先端を尖らせる小さいヤ
スリ，削り上げた針を入れる皿が置いてある。床上では猫がねずみを掘えてじ
ゃれてい乱戸外には聖ヤコブ教会の建物にそっくりな立派な教会堂と高い塔
（ルードヴィヒ塔のように思える）があ飢塔頂の見張り用回廊で，塔守でも
ある彼がトラ：■ペヅトを吹き鳴らLている姿が異時同図で示されて肌塔頂の
部屋の壁面には目時計がつけられている。この時代，自分の本来の仕事の傍ら
塔守や使丁，衛土汝どの役務を奉仕することは市民や手工業着達の義務でもあ
った。
　7孔　刀鍛治兼使丁
　刃物鍛治兼使丁のThomas　Schmakaldnerは15蜴年，65歳のとき入所。
そして1556年3月6日，82歳で死去。彼は当館の規律委員であった。
　ヤヅトコに挟んだ短剣を鍛えている彼の足許には焼き入れ用の水桶が置いて
ある。傍の鍛治炉の商さは作業がしやすい腰の高さに底っている。すべてがう
童く配置されていて能率的に作業が進行出来るよう恋仕事場である。炉壁の上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　747
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辺に見られる筋かいのような金物は，ヤットコの端に引っ掛げて，挟んだもの
をしっかりとくわえこむための金具，ヤットコ押えである。
　戸外に見える長槍を持った使丁は彼の兼業の姿を異時同図に示したものであ
乱ピレッタ帽を被り，右肩から書状入れの鞄を不げ，胸にニュルンベルク市
のワッペソをつげた亜麻製の服を着用している。ピッタリしたショースをはい
て，いとも軽快に走り廻って書状を届けている。
　8．針製．造人
　針つくりのJacob　Nage1は1554年4月25日，65歳の時入所。1556年4月
10目，67歳で死去。358番目の兄弟であった。
　作業の様子は7の場合と同様で，職人は木製の押え具で針金をしっかり固定
Lている。
　8▼．靴屋
　靴屋のHansPir1ingは1556年7月9日，75歳の時入所。しかし略6週間
後（実際には6週間に1目足りなかった。）の1556年8月19日に75歳で生涯を
閉ぢた。359番目の兄弟。
　膝の下まである館の制服の上に長いマソトとカプチソ頭巾を重ねた白髪，白
いあごひげの彼が作業机に向い半月包丁で革を裁断している。机の側面には豪
華な彫刻が僚どされてあり，その上には鎌型ナイフと普通のナイフ，縫糸が通
Lてある針が置いてある。厚いシックイ塗りの壁には靴の木型がかげてあり，
亦突き錐（合わせ錐）が2本突き立ててある。
　戸外には銃眼のある石積壁をめぐらし，落し戸を具えた城門のある屠城が見
える。そしてその前の広場では，長剣を手にし，毛皮のチョヅキを着け，スラ
ッシュの入った短ズポソをはき，羽根飾りのある帽子を被った領主らしい人物
が，これ亦長剣を持った家老のような人物と工事中の石積み壁を見上げながら
話しをしている。図の様子から見ると，靴屋の仕事場は領主館内の一室である
ように思える。
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　9．針製造人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜9．9
　針造りのEndressKolerは1554年8月10目，75歳の時入所。彼は長い間
L1chtenauの盾城で駐留部隊の砲兵隊員として勤務していた。1556年12月17
目，結石症のために77歳で死去。360番目の兄弟であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　へきポん　蓋付色ガラス製首長瓶が飾ってある壁寵，飾り金具と鍵のある戸袋，花模様
の彫刻を付けている板張り天井，頭飾りのある柱，尾の長い鳥が留っている腕
木，壁に埋めこんである帽子掛げ，どうやら居域内の一室と思われる立派な部
屋。その部屋の戸外に面した作業台に向って，彼が切り揃えられた鉄或いは真
録の針金の先端を尖らせている。
　庭をへだてて市門の塔が立っている。その両側には赤い屋根の見張り回廊の
ある防壁が巡っている。市門の壁面には市の紋章や各種の紋章が飾りつけてあ
り，屋上には小型の大砲が据えてある。その傍に羽根飾のある赤い帽子を被り，
　　Fi9．9針製造人
（Amb．317b．2o，Bd　II＿1，9）
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長剣をもった彼が大砲に点火している。彼は27年もの問この城門で夜警と砲兵
隊員の勤務に服していた。ふだんは信心深い温和な人物であり，針作りに励ん
でいた。
　97．刀剣鍛治屋
　刀剣鍛治のContz　Hymelは1549年4月3目，58歳の時入所。1557年3月
12目病院に入り，同年4月26目に66歳で死去した。361番目の兄弟である。
　戸外に見られる敷石舗道の街並みが美しい。民家の煙突から，炊事の煙カ㍉
暖炉の煙か，煙がのどかに立ち昇っている。
　10．　目傭い，薪割人夫
　目傭の薪割り人，Hans　Kienerは1554年10月29目，67歳の時入所。彼はニ
ュルソベルク市近郊の住民である。1559年9月13目，70歳で死去。362番目の
兄弟である。
　薪割りは傭い主の都合で室内で行うことも，山中で行うこともあった。太い
丸太を枕にして斧をふり上げている。眼下にカイザーブルクが望める。
　10w　曲げ物作り，木彫り人形作り　　　　　　　　　　Fi9・10
　曲げ物作り（薄板容器作り）であり，木彫り人形彫りのC1auss　Schachは
1557年8月17目入所。55歳であった。そLて1558年1月3目，56歳で死去。
363番目の兄弟。
　彼の姓名C1auss　Schachには彼の職業名のSc11achte1macherを直ちに連
想させる響きがある。私達はこのように職業名と似通っていたり，一致してい
たり或いは容易に連想させるような姓名に極めて頻繁に出会う。例えぱメソデ
ル家本の第一巻の47．の職案Weberに対L姓名HansWeber，11▼．B砒tner
に対しNiclas　P肚ner，327．Fuhmamに対しCmcz　Wagenman等々，
第一巻に登場する336名中ほぽ2割に当る73名の姓名について見ることが出来
る。
　彼は十字枠の入った窓傍に座して彫りかげの人形を手にし，ほほえみかける
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醐g．10曲げ物作り，木彫り人形師
（A皿し317b．γ，Bd　II＿1，10v）
ような顔付で，あれこれ想を練りながら，じっと見詰めている。足許には彫り
上った人形や長円形の曲物，きれいた模様が付いている小箱が散らぱって取り
　　　　　　　　　　　　　　　　　へぎいた囲んでいる。曲物や小箱は薄くそいだ折板で作ったもので，小物入れやおもち
ゃ箱に用いられた。
　ニュルソベルク市の1600年代の税関帳簿によると，おもちゃ，彫刻品を一
杯に詰めた樽や梱が当地の商人によって驚くほど多数，英国，リスボソ，オス
ローそしてモスクワ，アストラカソ迄も積み出された，と記されてい乱
　11．印刷工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固g．11
　印刷職人のErhard　Butt㎜amは1554年11月6日，90歳の時入所。そして
1559年10月20日ガ95歳で死亡した。彼の入所は書記であり，彼の算術の先生で
あったJoham　Neud砒er（1497－1563）氏のすすめによるものであった。364
番目の兄弟である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？5I
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　　　F．9．11印刷工
（Amb，317b．γ，Bd　II＿1，11）
　部屋の申央にがっLりした木製のねじ式プレス型印刷機が置いてある。印刷
機の上端は天井に密着している。作業面には全紙版の印刷用紙がうずたかく積
み上げられている。Er㎞rdは印刷機のねじ心棒の貢桿（レバー）を揮身の力
をこめて手前に引きつけている。この時彼の右足は床面に備えられている捜形
木片にかげられてふんぱっている。イソク玉を手にした若い助手がテーブルの
他端でじっと彼の手許を見詰めている。イソク玉は活字の組版面にイソクを塗
布するための用具で，よく脱脂したしなやかな革袋で，中に羊毛或いば馬の毛
が詰められていて球状をなしている。この球の上半部は木製の柄のっいた椀で
おおわれている。助手は先づイソク板上でイソク球に一様にイソクを伸ぽして
つけ，次に両手で版面に手早くむらなくイソクを塗布するのである。
　金属活字印刷用イソクにはアマニ油のワニスに油煙或いは黒イソク用木炭粉
末を繰りこんだ油性イソクが使用される（これはグ’テソベルクの発明である
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ともいわれている）。これは従来の筆記用，木版印刷用の水性イソクでは，金
属活字面ではじかれ水滴状になり，一様な塗布が不可能で使用出来なかったか
らである。油性イソクの発明たくしては今目の印刷技術は成立しえなかっれ
　マイソツでヨハネス・ゲソスフライシュ（Johames　Gens何eisch）通称ヨハ
ソ・グーテソベルク（Johann　Gutenberg．1394－1468）が印刷術の改良を行な
い始めたのは1446年頃であった。この頃までには活版印刷という近代印刷術
出現に必要な技術的4条件がととのってきていた。先づ第一は，皮紙に代って
犬量廉価に生産出来る用紙の生産態勢の成立である。105年に中国で発明され
た製紙技術はアラビア人の手に渡り，そこからイスラム教スペイソに，そして
キリスト教国のイタリアヘと拡められ，14世紀にはドイツにも流入Lてきた。
1320年にはマインツ，ケルソ，ニュルソベルク，アウグスブルクでも製紙が開
姶され，1391年ニュルソベルク近郊のグライスミユールにドイツ初の製紙水車
が稼働される状態だった。
　第二は印刷に適Lたイソクであるがこれは前記の如くであ乱
A
◎ 口
8
Fig．12A。アマ布圧縮機，R　ブドー搾り機
ヲ53
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　　　　　　　　Fi9．13ねじ式圧着型印刷機／圧着都分の図
　　　　　　　　　　A．印刷機木枠　　E．ねじ式加圧棒
　　　　　　　　　　B．棚（横さん）　F．貢桿（レバー）
　　　　　　　　　　C．ホーズ　　　　G．作業面
　　　　　　　　　　D．圧着板　　　　P．ピッチ
　第三は移動可能な金属活字の出現である。このような活字はグーテソベルク
以前，すでにオラソダで使用され始めていたようだ。活版印刷に重要なことは，
多数の活字を組み合せた版面が真に平であることである。この為には1個1個
の活字の寸法が正確に造られていなけれぱならない。グーテソベルクが活字鋳
造法に工夫をこらL，この要求に合致した活字を完成させたのである。
　第四は従来の手やブラシでこする印刷法に代って，大量・迅速た印刷を可能
にするねじ式プレス型印刷機の出現である。活字版面に載せた用紙にねじ式貢
桿で強い圧力を加えて印字するこの装置は，1坐O年頃にはどこにでも見られた
プドー絞り機やアマ布圧縮機の機構の借用だった。圧着板の面積が大きいので
　754
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9鮒軌Φ脈帆
　　　　　　　　　Fig．14　印刷工（Jost　Ammann画）
よほど大きな力を加えねぱたらないが，この加圧の瞬聞圧着板は強くねじられ
て用紙がずれてしまう。このずれを防ぐために，ホーズと呼ばれる中空の木塊
や箱の中をねじが通っていて，このホーズに圧着板がつけてある。そしてホー
ズは印刷機の頑丈な外枠につげられている棚と呼ぱれる厚い横桟の穴を通るよ
うにしてある。亦印刷速度を遼くするため，圧着板を速かに上下出来るように
心棒に刻んであるねじのピッチは荒くしてある。
　印刷イソク，移動金属活字，ねじ。式プレス型印刷機の三要素を巧みに繕合し
て新しい印刷技術システムを完成させたところにグーテソベルクの偉大さがあ
ると云える。上記の印刷機並びにこの図のねじ式プレス型印刷機は旧式のもの
であるが，やがて次の2つの重要な改良が加えられ近代的ねじ式プレス型印刷
機に変化Lた。
　1つは1450年頃に行われたものである。印刷機の作業台と圧着板の間におか
れた親版にインクを塗布したり，新しい用紙に取り変えるには圧着板を充分高
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？55
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　固g・15近代的ねじ式プレス型印刷機
A．圧紙格（チソパソ）　　　D．イソクヨ…
B．狭紙格（あんどんぶた）　E．摺動木枠
C．活字組版　　　　　　　　F．作業面
く上げなけれぱたらないが，この初期の印刷機では不可能である。そこで作業
台で組版を横にスムーズに移動出来て圧着板の下にすべり込ませる摺動枠がと
りつけられた。これにより用紙交換，イソク塗布が容易になると同時に，版面
や紙の位置を狂うことなく設置することが出来るようになった。そして作業も
スピードアップされた。今度はイソク玉を持った助手はアマソの図に見られる
ようにプレス職人と並んで作業するようになる。
　もう1点は1480年頃に発案された狭紙格（あんどんぶた）と圧紙格（チソパ
ソ）と云われる二種類の枠組盤の装置である。
　狭紙格は用紙の余白をイソクで汚さないためのもので，活字に当る部分を切
り抜き，余白部分のみを覆うようにした枠である。そしてこの枠は蝶番で圧紙
　756
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格に連結されており，圧紙格面上に折り重なるようになっている。
　圧紙格は用紙を固定し，更に印刷の写りを良くするため羊皮紙或いはフエル
トを張りつげた板であ飢これまた活字組版の摺動木枠に蝶番いで取りつげら
れており組版の活字面上に重たる。折り重ねられたこれらの三重の版面を圧着
板の下にすべり込ませて印刷が行われる。この改良型ねじ式プレス型印刷機は
機械動力使用可能のローラ式印刷機が1812年英人の援助の下，ドイツ人フリ
＿トリヒ．ヶ＿ニヒ（Fr1edr1ch　Kon1g，1774－1833）によって発明されるまで
使用され続げた。
　11v．尾錠作り
　尾錠作りのContz　Daynhardtは1553年11月14目，81歳の時入所。そして
1560年8月14日，88歳で他界した。（実は書記は彼の職業を糸巻き竿作り；
Kmkelschmied＝Spi㎜rockenmacher＝Rockenmacherと記しているが，絵
図は尾錠作り・Schna11enmacher＝rmkelschm1edを描いている。）Margarete
Wagner女史の著書，，Das　alte　Mmberg“では彼は尾錠作りであると記し
てい乱そして亦彼は馬具用の重い鉄製の締め金や部品の製作に長い間携わっ
てきたもの静かで，子供に対Lても決して馬鹿にすることのないやさしい有能
な人物であったとしてい私仕事部屋はブッチユソガラスの入った窓が二方に
ある明るい豪華な部屋である。あと革帯をつけさえすれぱ馬具用のバソドとし
て完成する犬きな尾錠添壁にかげてある。
　12．　コソバス作り
　コソパス作りのPaulus　WylnBynは1550年12月13日，入所。76歳であっ
た。そして1560年12月31目，66歳で死去。366番目の兄弟であった。
　3丁．の図と殆んど同一の図である。
　127．刀鍛治屋
　刀鍛治のLinhardt　Thomerは1553年11月27目入所。71歳であった。すで
に失明していた。そして1561年2月21日，79歳で死去。367番目の兄弟であっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　757
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た。
　仕事部屋も作業の状態も7Y．，9V．図と同様である。煉瓦で縁どった犬き在
窓から，煉瓦積み赤い屋根と2階部分のみ木骨構造（Fachwerk）の同じく赤屋
根の家，そして背後にひろがる緑の畑ののどかた光景が望める。
13．聖ゼバルダス教会の寺男　　　　　　　　　　　　　耐g，16
　Bemhard　PeuscheIは聖ゼバルダス教会の寺男であると同時に教会に於て
織物に関する一切の作業を行う小姓でもあった。1550年7月5目，63歳の時入
所。そして兄弟館の風紀委員を勤め，1561年4月8目，74歳で死去した。368
番目の兄弟である。
　〔（註）　ニュルソベルク在住のユダヤ人Joh．Jak．Carbachが聖ゼバルダス
教会の小姓の名簿を記しているが，その名簿の1517年から1558年までの中に
は，Jochann　Pmschelという名は在るがBemhard　Peusche1と呼ぶ人物は
醐9．16聖ゼバルダス教会の寺男
（Amb．317b．2。，Bd　n＿1，13）
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たかった。〕
　図の左半分には，彼が聖ゼバルダス教会の鐘を鳴らして，寺男の勤めを果し
ている姿が示されている。ゼバルダス教会の外観はこの図から見ると今目のも
のと違っていないことが分る。
　右半分は立派た教会の一室で小姓としての役にはげんでいる姿である。ブッ
チエソガラスの入った窓を前にして針金型硫き刷子を用いて羊毛を硫きそろえ
ている。床上には機型硫毛道具，オニナベナ製毛羽立て道具，そして織布用の
大型の捜が置いてある。教会が必要とする織物を，羊毛硫きから織り，仕上げ
の一切の作業を行って，作り上げるのが彼の小姓としての役目なのである。
　13v．領主館の料理人
　U1rich　Haylmayerは1547年5月18日入所。58歳の時である。そして1561
年5月1目死去。369番目の兄弟であった。
　テーブル状の犬きな石造りのカマド台上，鉄製ロストルに薪が縦横にきちん
と積まれていて赤々と熔を上げて燃えさかり，その周りに土製のカメが置かれ，
カロ熱されている。その1個には把手があり蓋がついてい私彼が蓋を取り木製
のスプーソでスープの味見をしてい乱カマドの上部は犬きなフードになって
いて，その中から金属製深ナベが吊され加熱されている。フードの縁の棚には
多数のカメが伏せて置いてあり，亦壁の桟にはフライバソも数個掛けてあ乱
料理部屋の隣りは緑のブッチソガラスの入った立派た室で，がっしりした脚の
ついたテーブルと壁に沿ってつくりつけてあるベソチがある。出入口の上部に
彼のものと思われるつぱ広のフエルト帽が掛けてあるところを見ると，この室
は館の食堂ではなくて彼の屠室ではないかと患える。
　ニュルソベルク市の著名な画家D七rerのところの台所もこの図と同様であ
るので，この頃の大きな屋敷の台処はいづれもこのようなものだったと考えら
れる。
　14．染色工
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　染物屋のFriderich　Schmidtは1557年1月23目入所。70歳であった。そし
て1561年1月10目死去。370番目の兄弟である。
　彼はブルーに染め上った反物を壁面上一杯にひろげてさらしている。反物の
上下の端は壁に釘で打ちつけられていて，布はびんと張られている。そして乾
き了えた反物を長いムチで叩いてほこりをおとす。壁の内側にはガラスの入ら
恋い窓の大きな建物の一部が見えるが，染色作業場であろうか，壁の外側はぎ
っしり石を敷きつめた立派な路である。
　14Y．車大工
　車犬工のThoma　Staybは1561年5月7目入所。70歳であった。そして
1562年3月9日，71歳で死去。371番目の兄弟である。
　屋根のある低い壁に囲まれた中庭の作業場で，出来上った車輸のこしきのと
ころを手で転がしながら室内の作業場へ運んでい乱この車輸にはまだ鉄のタ
イヤがはめこんでない。亦こしきの部分が外側にふくらんでいないので旧型の
車輸である（本稿の4▽．参照）。
　15．靴屋
　靴屋のHans　Schneyderは1556年3月3目入所。72歳であった。そして
1562年6月25目，78歳で死去。372番目の兄弟であ飢
　手に突き錐を持ち，膝の問に固定した靴の踵の部分を縫っている。作業台に
縫糸の玉，のりの入ったボウル，ロウの塊り，突き錐，うなぎを引っかけるヤ
スの形をしたナイフ，そして出来上った一足の靴が置いてある。床上には先端
が釘抜きになってる目の荒いヤスリ（これは大変に轡曲したヤスリの面を持っ
ているので，靴の縁り廻りを削り美麗にする為のものであろう。）と一足の長
靴が散らばっている。この長靴の上端部にはコルセヅト或いはダブレット（キ
ルティソグされた男性用上衣で，16，17世紀に於ては標準的な服であった。）
のサスペソダーに釣るためのボタソ穴のある乳がついている。この図に見られ
る靴にはまだヒールはついていないが，丁度スニーカーのようにヒール部分が
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爪先より多少厚くたってきていることに注目されたい。ヒールのついた靴の出
現は16世紀の終りから17世紀の初頭エリザベス朝の時で，これが一般に使用さ
．れるのはスチュアート朝からである。
　15γ　櫛作り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．17
　櫛作りのCOnセDumpachは1562年7月14目入所。77歳であった。そして
1562年10月23目に死去。373番目の兄弟である。
　プッチエソガラスの入った大きた窓に向かって作業台があり，その縁に木製
の巾の広いねじ式の万力が備えつけてある。図では万力のねじの位置が間違っ
て描かれて乱万力の顎の間に巾の広い材料を挟んで，弦のこぎりで丁寧に歯
をひいている。両側に歯をひいた櫛で，作業台上にも床上にも亦バスケットに
もある。この形式の櫛，両側に歯のある横形の櫛はエジブト時代の墓にも出土
しているが，16世紀にヨーロッパで流行したものである。両側に刻んだ歯の中
　　　醐g－17櫛作り
（Amh3ユ7b．2。，Bd　II＿1，157）
％1
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間に美しい絵を描いたり，彫刻など飾りを附したものもあった。
　櫛がヨーロヅバに現われたのは約1万年前の中石器時代である。櫛の形式に．
は歯の作り方によって挽歯櫛と編歯櫛，歯の切り方によって横形と竪形があり，
挽歯櫛はこの図にみられるようた小形の薄いのこぎりでひと歯ずつ切り刻ん
だ。そして編歯櫛は細い竹串などを一定間隔にあみならべたものである。亦櫛
材の長さに対して歯の長いのが竪形で，歯の短かいのが横形である。歯を刻む
とき材料の片側のみに切ったのと，図のように両側に切ったものがある。材料
としては黒檀や黄揚の堅い木や骨，象牙が用いられれ
　17世紀にたると巾の広い櫛が流櫛としてよく用いられるようになり，亦小さ
い櫛を髪にさす事が大流行した。男性の間ではカツラの使用が始まると櫛の需
要は急激に増大L，男子が櫛を常に携帯するようにたり，エチケットの一つに
までなった。
　16．市庁舎の使用人
　初めニュルソベルグ市の使用人であったが，その後料理人として勤めた
Caspar　Engelhardtは1561年1月4目入所。70歳であった。そして1563年
5月19日，73歳で死去。374番目の兄弟。
　庁舎の内部をそだぽうきで清掃している。その奥の調理室で料理人と在った
彼の姿が異時同図で描かれている。
　16v．数珠玉作り
　数珠玉作りのStep㎞n　Pie1血ayrは1557年7月25目入所。74歳であった。
そして1563年7月27目，80歳で死去。375番目の兄弟であった。図に見られる
ように彼の鼻は切り落されており人造の鼻がつけられていた。
　丸天井の都屋で作業机に向って数珠玉を弓ぎりを用いて作つている。机上に
は数珠玉と出来上った数珠がおいてある。この作業図はおかしな図である。彼
が右手に一持っている弓は左手の材料の細い棒に回転を与えるだげである。この
回転する棒に刃物（バイト）を当てて初めて球を削り出すことが出来る。従っ
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　　　Fig・18　弓ぎり
A。弓ぎり使用図　　C．ドリル
B．弓
てこの図の作業から数珠球を作ることは不可能である。
　11、短剣鍛治屋
　Conradt　Zey1nerは1550年，60歳の時入所。1564年3月1目死去。74歳で
あった。376番目の兄弟である。彼は戦斗用の短剣や刀剣作りの鍛治職でなく，
ナイフ作り専門の親方であった。彼の名は異端であるSchwenckfe1d教派の信
奉着名簿に連なっていて，いつも心中穏やかならざる状態にあった。（〔註〕参
照。）当館に来てからは給仕長の役を勤めた。
　犬きな金床で真赤に燃げたナイフをヤットコで押えて鍛えている彼のバソド
には給仕長の身分を示す多数の鍵が下げられている。亦出入口を通して見える
中庭には，大きた蓋付錫容器を両手にした給仕長としての彼の姿が異時同図型
式で描かれている。
　〔（註）Kaspar　Schwenckfeldは1489年から1561年の間にシレジァからや
って来た神秘主義着であり異端老であった。1565年，その信奉老達は当ニムル
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ソベルク市から追放されるにいたった。〕
　17Y．短剣作り
　ナイフ作りのAdam　Jmgは亦長い間ヴァイザー（Weisser）塔の塔守の勤
務に服していた。彼は1563年7月27目入所。64歳の時である。そして1565年
2月16目，66歳で死去した。377番目の兄弟である。
　窓際の作業台上の金床で小さいハソマーを用いて仕上がり寸前のナイフの僅
かな狂いを調整している。調整を了えたナイフ，調整を待つナイフ，完成して
黒い轍こ収められたナイフが見られる。出入口の壁にかげてあるのはドリル用
の弓と思われる。亦出入口の向うには石を敷きつめた通りとヴァイザー塔が立
ってい乱望遠鏡を手にしている塔守勤務中の彼の姿が見られる。ニュルソベ
ルク市の殆んどの職人達は市の行政に参加することは出来たかったが，市民と
して市のための役務に服する義務を有していた。
　18．桶屋
　桶屋のHansBischo倣は1546年8月5目入所。62歳であった。そして1564
年7月27目，80歳で死去。378番目の兄弟であった。（死亡目時を最初の記載は
1565年3月18目と記していたが，後目上記の目時に訂正された。）
　第一巻，11v（早稲田商学302号，P．185，Fig．17）と同図である。
　187．財団理事
W111baldSch1usse1felder殿，1565年理事者となる。そして1589年に死去
する。
　1565年5月12日，JeronimusSchurstab殿，カルトイザー通りの12人の貧
Lき兄弟達の館の理事者を免ぜられた。
　そして私，Wi11iba1d　Sch1七sselfelderが同日直ちに市議会から12人兄弟館
の理事者を受け継ぐことを下命されれアーメ篶（文字のみで図はたい。図
は19．に示される。）
　19．理事老，ミニァチュル画像
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　聖なるキリスト像と聖なる三重宝冠を手にしたローマ教皇のミニアチュル画
像の下に，Willbald　Sc舳sse1felderと彼の夫人Gattin　Ama，旧姓Stock－
amerの肖像が描かれている。彼は1565年5月12目メソデル兄弟館の理事に就
任し，1589隼5月27日死去するまでの間に亘って理事の職を全うした。Gattin
Ama夫人は1612年に死去した。両老の足下には各々の家の紋章が画かれて
いる。
　Wi1lbald理事箸及び夫人の服装並びにしぐさは，唯Wi11baldの首に金のネ
ックレスが2本輝いている点を除けぱ，本稿1のSchurstab理事着及び夫人
の場合と同様の図である。
　〔（註）理事者Wi1lbaldの死亡月日をこの記事では5月27目としているが，
本巻の49．財団理事老のところでは5月18目と記している。〕
　19．針作り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi9’19
　Pautzen出身の針作りNic1aus　Pribussは亦長い間ヴアイザー塔での塔守
　　　Fi9．19針作り
（Amb・317b・γ，Bd　II－1，19丁）
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の勤務に服していた。1563年4月71ヨ，65歳の時，当館に入所。1565隼10月
20目，67歳で死去。379番目の兄弟。館には2年と28週間在所した。
　彼は丸弓形支桂飾りのある窓に向った作業台の小さい金床で，ほ∫出来上っ
た針を小さい金槌で真直に矯正している。完成した針は小さい容器に入れてあ
る。亦束ねて置いてある。傍の壁にはトラソベットが吊してあるが，これは市
中のヴァイザー塔で見張りの時に使用するものであ私Fig・20に見るように
ヴァイザー塔はニュルソベルク旧市内の南西隅にあって，ロレソツ教会から西
へ，にぎやかなKarolinen通りのつき当りのLudwig広場に面してい孔現
在復元されて地下鉄の駅舎になっている。更に南西に進めぱ聖Jakob教会の
二・し
？・・itz
日
ノ”　　　・
　　が、Uイ h〔（く　‡
　　　　○纈三　　C
1湘
Fig．20　ヴァイザー塔
A．
B．
C．
D．
E．
カイザーブルク
ラウファートーア塔
フラウエソトーア塔
シュピタールトーア塔
ノイトーア塔
F．聖ゼバルドス教会
G．聖フラウエソ教会
H．聖ロレソツ教会
I．聖ヤコプ教会
W．ヴァイザー塔
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傍を抜げてシュピタールトーア塔を経へ市壁の外に出る。仕事場の出入口の向
うに，前出（17v．）と全く同じに画かれたヴァイザー塔が見える。
　20．染色工或いは織物職
　染色工もしくは織物職人のHeinrichHueberは1561年4月15日，70歳の
時入所。そして1566年1月12目死去。75歳であった。4年と39週の閻在所し
た。380番目の兄弟である。
　ブッチエソガラスの入った窓と斜格子の張ってある窓の仕事部屋，床はタイ
ル張りで，天井は板張りの立派従部屋である。天井から吊した桟に，織り上が
って，ブルーに染め上った布地を下げ，小さいバネ鋏みで布地面を丹念に刈り
込み，仕上げている。彼の足下にはオニナベナ製の毛羽立て道具と大きな捜が
置かれている。格子窓の下の壁のしゃれた横桟に犬きな鉄の歯の硫き櫛がかげ
てある。これらの道具類が彼の周りに置かれていることから，彼は布造りに関
する一切の作業を行う職人であることが分る。
　20w　短剣作り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．21
　小刀作りのWolf　Harttmanは以前野戦病院において，患老の為の祈薦者
を勤めていた。その後体を悪くLて医師F．Rathから処方を受げるようにな
った。そして1563年8月7目，72歳のとき当館に入所Lたのである。入所後
はれものが出来，1566年9月23日，慈善病院に移ることを許され，10月5日死
去しれ彼は当館に3年と46目閣生活したのだっね
　ガラスの入っていない開げはたちの窓の前の作業机で小刀の刃をヤスリで調
整している。机上には黒い鞘に蚊めた小刀が束ねてある。その傍にはメガネが
サックと共に置かれている。頭上の棚には6，7冊の書籍が並べてあり，その
下方には柄の長いトソカチとドリル用の弓が下がっている。書籍は祈穣者の勤
めのために必要なものなのであろう。作業部屋の奥の図は祈薦老としての彼の
仕事ぶりを示した異時同図型式の図である。病室のベヅトに横たわっている死
老に，彼は今最後の祈りを捧げている。ベットの傍，彼の足許に置かれている
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　　　Fi9．21短剣作り
（Amb．317b．2。，Bd　II＿1，20v）
のは埋葬用の棺桶であろうか。
　床のタイルが模様入りであるが，このようなタイルはメソデル家本で初めて
の図である。
　21．短剣作り
　短剣作りのHainrich　Gareissenは1561年5月13目，74歳の時入所。1566
年11月20日死去。館には5年6ケ月と7日間の在所であった。382番目の兄弟
である。若い頃は長槍歩兵の暮Lをしていた。亦生前2回に亘って，サソチア
ゴ・デ・コソポステラ（スペイソ）のヤコブ聖堂への巡礼を行ってい糺
　前図同様な模様入りタイルの床，高い板張り天井の仕事部屋。窓際の作業台
には輸に収った完成品のナイフ，そしてまだ鍛えただげのやや長い刀身が見ら
れる。その問に眼鏡がサヅクから顔を出している。出入口の壁には種々な種類
と大きさのヤスリとハソマー，それに並んでドリル用弓が掛けられている。
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　窓には，長いほこ槍をかつぎ，長剣を下げ派手た水玉模様の長袖シャツと胸
鎧をつげ，腰回りをパヅドで大きくふくらませた短かいホーズをはいている歩
兵姿の彼が画かれている。よく見るとホーズの上に薄い透けて見えるキュロッ
トスカートのようなものを重ねている。亦出入1］からは杖をつき笈を背負い，
貝殻模様のついた頭陀袋を斜にし，コソポステラ目指し巡礼する姿が見られ
る。
　21▼．短剣作り
　短剣作りのJOrg　Pauerは1566年10月9目，60歳の時入所。1567年1月2
日死去。383番目の兄弟である。
　ブッチエソガラスの入った窓のある作業室で，箱の上に敷いた房のある分厚
いクッショソに腰を下ろし，荒いヤスリを，手にした短剣にかげている。台上
には種々の大きさのナイフ，小型金床，ハソマーそしてメガネが置かれてい
る。こ∫の壁面にもヤスリ，ハソプー，ドリル用弓が掛けられてい乱彼が着
用している館の長い制服には裾に別の布で縁取りがしてある。このような制服
はこの図が初めてである。
　22、　刀剣鍛治屋
　刀剣鍛治のMichae11Zaimerは1567年1月7目，72歳の時入所。入所後
間もなくLて体が衰弱したので，同年4月3目，慈善病院に移されれそこで
4月10日死去。384番目の兄弟であった。
　丸石を敷きつめた床，板張りの天井の仕事場，真赤に焼いた刀身を四角な金
床で鍛えている。周囲には炭ぱさみ，ヤットコ，長剣と鉄棒を挿し立てている
円錐形の木桶，そLて焼き入れ周の浅い水桶，この中には蓋付のジョッキが入
れてある。喉を潤す為の水を冷しているのかも知れたい。
　22平．真鑑細工師　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．22
　真録細工のHans　Zeu11erは1565年10月30目入所。71歳であった。彼は信
心深く，神にもよく仕え教会禄を得ていた。しかし身体はもう弱りきっていて
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　　醐g．22真録細工師
（Am1〕．317b．γ，Bd　II＿1，22v）
気の毒な状態であった。そして1567年10月18目死去する。彼の在所期間は2
年に僅か12日足らなかった。385番目の兄弟である。
　大きく開いている窓辺に，立派た真録製戸一ソク立て，真鑑製握の部品，そ
Lて手動消火放水筒が置かれている。彼は鉄製の立万力に酒榑の呑み口をはさ
み，呑み口のコックの入る穴を特殊な道具（リーマー）を用いて滑かにぴった
りとコックが入る様に細工している。細工し了えた呑み口，握りの球状部品が
一杯のカゴ，手動消火放水筒が周りに置いてある。壁にはヤスリと樹木切断用
の犬型2人挽鋸がかけてある。戸外には白の修道服の腕をまくり，ふちなしの
僧帽を被り，教会領の野菜畑であろうか或いは花畑であろうか，長柄のひしゃ
くで水まきの労働奉仕をしている彼の姿が異時同図で描かれている。
　23．　パソ小売人
初めパソ小売人で，次いで左官屋となり最後には水車製粉屋で働いていた
770
　　　　　　「メソデル家12人兄弟館の書」について（8）（第2巻第一部）　　　　279
JOrg　Urlaubは1567年9月10日入所。77歳であった。1568年1月4目の早朝
急に呼吸困難になり，室のベットの上で死去する。そしてその室は夕方には，
健康的に休めるように清掃整備された。館の誰もが極めて平穏であった。
　石畳の道に面した犬きな窓に屋台店を張り出し，大きな塊の黒バソ，小さい
白バソ，細長い巻パソなど各種のパソを並べている。壁面の支え木には大きな
プレヅエル（八の字形ピスケット）が吊り下げてある。
　三つあみにした髪を長く下げ，細い紐の輸を頭上に飾りに載せた少女が小銭
を持って買いに来ている。彼女は白い襟の長袖シャツを着て，長い緑色の細か
いギャザのスカートをはいている。スカートの裾近くには装飾用色違いの布が
ぐるっと付けてあ乱
　図の背後には左官屋の彼が大きな石積みの塔の表面に大きなハケでしっくい
を塗っている姿が画かれている。職人は塔の中腹にうがってある穴に丸太や角
材を押L込み，のそ上に歩み板をわたして足場を造り，そこに腰を下ろして作
業Lている。傍にはしっくいや氷を入れた浅い桶が置いてある。更にその奥に
水量豊かに流れる川筋に建つわら屋根の小屋が見られる。小屋の中で腰を下ろ
L水量調節用門を調節したり，製粉機を操作Lたり，番をしたりしている彼の
姿が左官屋の図と同じく異時同図で描かれている。
　23v．短剣作り
　短剣作りのHans　Zelnerは螂6年平月9目，69歳の時入所。1568年3月
10目死去。1年3ケ月と1目聞在所Lた。387番目の兄弟であ乱
　彼は片方の眼に眼帯をあて，背毛たれのある椅子に弱々しく座Lて，粗いヤ
スリでナイフを削っている鉋窓外に巡礼に旅立つ彼の姿が，これまた異時同図
で描かれている。
　24．針製造人
　針作りのNic1asZimmerma皿は1557年5月15日入所。73歳であった。そ
して1568年4月7目死去。在所期聞は11年に28日不足の期聞であった。388番
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目の兄弟である。
　石敷きの床，花模様の装飾のある天井の仕事場である。椅子にかけて仕事を
している彼の右足は分厚いブロヅクに載せている。職人としての作業は既出の
ものと異ならない。窓外に見えるのは王域（カイザーブルク）のようである。
　24Y．ビール作り　　　　　　　　　　　　　Fi9．23
　Hans　Albrechtはビール醸造業の親方で，ふだんは居酒屋のおやじと呼ぱ
れている一555年10月24目，64歳の時入所。1568年7月23日に死去。館には
12年と9ケ月在所。389番目の兄弟であ㍍
　ワラ屋根石造りのビール醸造所の前で，ビール用もやし汁に麦芽（モルト）
を混合するために，ブドー搾りの時にもよく行うように，はだしになって踏み
こんでいる。黄色に熟している麦を小わきにかかえ，それをしごいて麦芽にし
て振りまいている。右側の赤いスレート屋根の木骨構造家屋（Fachwerkhaus）
　　Fi9・23　ビール作り
（Amh317h2o，Bd　II－1，247）
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は居酒屋で，最上階の窓から突き出ている長い棒の先には酒屋の看板である星
形が下げてある。その下に青々とした草の東が吊されているがこれは新酒出来
ましたという印たのである。飲兵衛はこれを見ると手桶やジョッキを持って駆
けつけるのである。蓋付錫のジョッキと長い柄のひしゃく桶を肩にした居酒屋
の下男が店に入ってゆく姿が見られる。居酒屋の親方は長年のモルトの仕込で
足を冷しリョウマチになったのであろう，両脇に橦木杖をあて，重い身体を支
え，大儀そうに歩んでいる。
　25．　肉屋
　屠殺屋のWolf　Hofmanは1564年7月29目入所。60歳であった。そして
1569年10月8目死去。392番目の兄弟。館には5年2ケ月と9目間在所した。
　フェルト帽を被り腰まわりにまで前掛けをたくしあげ，長靴をはいた彼が斧
をふり上げて牛の眉間を鋭い眼差しで狙っている。牛は2本の角にロープをか
げられ，そのロープは大樹の幹にまきつけられ絞られていて身動き出来ないよ
うになっている。ロープをひっぱっているのは助手で，助手も亦前掛を腰にた
くし上げている。両着ともナイフを下げてい乱
　25Y．荷馬車の駆者
　荷馬車の駆者Endres　Mulnerは1568年3月23目，74歳の時入所。1570年
3月17目死去。2年に6日間足りない期間在所した。393番目の兄弟である。
　彼は林の一部を深く掘り下げて出た土を箱形荷台の2輸者で運び出す労働に
服している。
　林問の小路にもう一人の労働者が馬に跨って土を運んでいる。
　26．大工
　大工のHans　Hutzlerは1568年4月13目入所。80歳であった。1570年8月
9日死去した。当館には2年4ケ月と4日問の在所である。裕福であったが働
くことが大変好きな人物であった。394番目の兄弟である。
　細い毛糸で縁取りしたキャップを被ツた白い長い顎ひげの彼が建築現場で作
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業している。
　木馬に溝が彫ってある犬きな材を載せて，その側面を両手握りの手斧で削っ
ている。足許には片手握りの大手斧，ドリル，直角定木そしてスミ壼と糸枠に
まいたスミ糸が散らばっている。土壁を塗った木骨構造家屋が彼の手を待って
い乱ペグニヅツ川を隔ててニュルソベルク市のゼバルダス地区と域が見え
る。
　26▼．靴屋
　靴屋のFriderich　Nagellは1564年5月17目，64歳の時入所。1570年12月
23日死去。最後には惚けてしまい夜か昼か分らないような状態だった。当館に
は6年7ケ月と6日間在所しれ395番目の兄弟であ乱
　彼も亦細い毛糸で縁取りしたキャップを手にしてい私このキャップは当時
好んで用いられたものである。仕事机の上には材料の大きな革，半月包丁，三
日月形のナイフそLてヤスリときり，それにふんぱり革と蟻が散在している。
壁面には多種類の靴木型，木型を入れて形を調えている一足の靴，そしてペソ
とイソク壷が吊り下げてある。窓外に見えるのは聖ゼバルダス教会の尖塔のよ
うだ。
　27．左官星
　左官屋のMiche11Vischerは職人である。親方ではないq左官職のあと水
車小屋の管理人とたり優に21年間を過し，当館に入所Lたのは63歳の時の1569
年1月21日であった。入所時から殆んど常に病いに苦Lみ悩まされつづけ，結
局1571年3月12日繕核で死去した。館にはもう9日経てぱ2年と2ケ月の在
所になるところであった。396番員の兄弟である。
　彼の仕事は壁の塗装に水しっくい（のろ）を塗る職人なのである。彼の足許
には左官屋の種々な遣具が散らぱっている。しっくいこねの長柄の鍬，シャベ
ル，のろを一杯に満した片手桶や彩色用の色を溶かしこんだ壷や皿，そしてぽ
ってりとした筆バケである。作業小屋の壁の桟には各種の筆パケや左官コテ，
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鉛錘のついた水準器が掛けてある。水平定木も壁によりかけてある。筆バヶを
手にした彼の背後に，足場を掛けた石積壁が左官職の手を待っている。
　作業現場の背後には急勾配の水量豊かな小川と，その川岸に建てられている
水車小屋が見られ乱水車は音をたてて勢いよく廻っている。この水車は囲い
板のない平たい羽根〔水かき板（パドル）〕を備えた下掛げ水車（下射式水車）
である。これは最も簡単で容易に製作出来て扱いやすいものであるが，能率の
悪い水車である。
　水車についての最も古い記録は紀元前85年のテツサロニカのアソテイパトロ
ス（AntipaterofThessa1onica）の詩である。次いでは，厚一マの人ストラポ
ソが，ミトリダデスが紀元前65年に建てたポソトスのカペイラ水車に就て記し
たものである。最初の水車は専ら穀物製粉用のものであった。垂直な軸のまわ
りに水平に回転する簡単な水平型水車（ノルウェー型水車）で，高遼で流れる
簿繍
流し掛け水箪 下掛け水箪
琴套彰
胸掛け永章
＼
　　　　　　　　　義薫二請蓑書婁
逆章　　　　　　　　　上掛け水章
　　Fi9パ24水章の型式
π5
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小さな水量でしか働けないものであった。従って山間の急流地域でのみ使用さ
れていた。亦極めて非能率たものであった。この能率の悪い水車を有効な機械
に作り変えたのはローマ人技術者ヴィトルヴィウス（▽itruViuS）である。彼は
この古い型の水車の回転軸を90。回転した垂直型水車（早稲田商学，309号，
p，279，固g．90参照）にし，それにヘレニズム時代の機械的諸知識や歯車の技
術を組合せ，水車を単に機械化した製粉機としてではなく，有力た動力源，原
動機に作り変へたのである。
　しかし諾々の理由によりローマ時代を通じて水車は余り使用されなかった。
その重要性が認識され，使用が普及し発展を見るのは中世に入ってからであり，
それも11～12世紀の所謂中世産業革命の到来以後の事である。垂直型水車も更
に有力な中射式，上射式という型に改良され，その使用範囲はさまざまな工業・
産業間に拡犬された。揚水灌瀧用，製油用，顔料粉砕用，鉱石粉砕用，刃物研
磨用，製紙用，縮充用，製革用，製材用，鍛治用水カハソマー，水カフイゴ，
針金引伸機用，旋盤用……。中世における水車使用の規模の有様は1556年発刊
のアダリコラ（αB，Agricola）の著rデ・レ・メタリカ」（Dere　metanica）
の中に多数見ることが出来る。
　2＾　甲庸磨き工
　甲腎磨き工のHans　Scharttは1571年3月19日入所。73歳であった。そし
て1572年1月27目死去。館には10ケ月と8目の在所であった。
　下射式水車の水かき板（バドル）が窓外に見える。縁に皮を張った大きな三
連の研磨車がこの水車で回転させられている。彼は甲胃の胸部を手にし，膝で
研磨率に押しつげて磨いている。用心の為めに膝頭にはクヅショソの入った膝
当てが着用されている。
　28．針製造人
　針作りのBemhard　Bruckharttは1571年1月5日，71歳の時入所。1572
年7月27日に死去。当館には1年6ケ月と22日間在所した。398番目の兄弟で
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ある。もじゃもじゃな頭髪の，誠実温和な人物であった。
　天井も床も板張りの仕事部屋。大きく開いている窓を左にした簡易な作業台
で仕事をしている。台上には針の素材の束，完成品を入れる皿，目打（ポソチ），
矯正ハソマー，小さい金床，そして台の縁近くに木製模形削り台が置かれてい
る。彼はヤットコ押へでしっかりとくわえた針素材を，包丁様銘で針頭に切れ
目を打ち抜き針孔を作っているところである。背後の壁面には針孔打ち抜き用
錠，ポソチ，ハソマー，金床がかけてある。
　針作りは針金製造に水車が利用され量産可能になると，大躍進を逐げること
となった。ニュルソベルクとその隣町シュワバッハは，ヨーロッパにおける針
の主製造地で16世紀の終りまで殆んどすべての国に輸出していた。針作りは亦
スペイソ，ネーデルラソド，アーヘソでも盛んであった。
　中世における針の作り方は，先づ所定の長さに切った針金の末端を尖らし，
他端を平らにし，この平らな部分の真中に切れ目を打ち抜く。そLて糸がはず
れないよう再び切れ目の前方を叩いてくっつげて針孔を作乱次に焼きを入れ・
磨いて完成である。しかし14世紀後半になってから平らにされた端をキリで穿
孔し，これを小さなヤスリで長方形に削る方法にとって変った。
　中世の女性は腰につけた財布（ポシェット）の中にナイフと針箱，鋏を入れ
て持ち歩いていたといわれている。
　28汎　釘製造人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi9．25
　釘作りのJorg　F－urrerは1568年1月9日，凡そ82歳の時入所。1572年10
月8冒死去。館には4年9ケ月と1目間の在所であった。399番賞の兄弟であ
る。
　三方が開いている鍛治炉の前に置かれた木台上に，両端に穴があけてある犬
きな金床と材料の鉄棒を切るためのタガネ鉄が据えられている。窓辺の陳列棚
には2個の木盆に大きさの異る出来上った釘が盛り上げてある。亦太くて長い
3種類の釘が見本のように打ちつけてある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7刀
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　　　固9．25釘製造人
（Amb．317b．2。，Bd　II＿1，287）
　彼は前掛けをしてベソチに腰を下ろし，赤く焼げた鉄棒を叩いている。ハイ
ネックで飾り襟の，胸のあたりを少しふくらましてある白い上衣を着て，腰を
バヅドで犬きくふくらました赤色の短かいホーズをはいた御酒落た若い助手が，
鍛治炉のフイゴを操作したがら鉄棒を火中に挿し込んでいる。炉の根屋頂部に
は煙出しのパイプが取り付げてある。その壁面にヤヅトコの締め金具が3ヶ掛
げてある。
　録職人は市の北西都ベグニッツ川畔に集っていた（N乞geueins　p1atz，Fig．1
の⑳）ことから，窓外に見える流れはペグニッツ川で，対岸の家の庭の立木越
しに見えるのはカイザーブルクであるといえる。
　29、板鎧鍛治
Hans　Messererは板鎧・甲製作鍛治である。1570年6月12目入所。72歳で
あっれそして1572年10月13日死去。400番目の兄弟である。当館には2年4
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ケ月と1目聞在所した。彼は在所申毎日少々の酒を嗜み，極めて上機嫌な目々
を過した。
　燃えさかる鍛治炉の前で板鎧の胸の部分をハソマーで叩き出している。周囲
には打ち出L終えた鎧の肩の都分や胸の部分が散らかっている。いづれも大変
美しく出来ている。陳列棚には立派な面頭部と首の前立都分が並べてあ飢
　29v．短剣鍛治屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．26
　ナイフ作りのHansPrechtellは1561年9月15目入所。65歳の時である。
そして1572年10月29目死去。当館には11年1ケ月と14目間在所した。401番
目の兄弟である。
　窓に沿った作業台には完成した鞘入のナイフとまだむきだしのままの柄付き
ナイフが並べてある。彼は今ナイフの柄の部分にヤスリを当てて仕上げてい
る。ここでも木製撰形の削り台が使用されている。壁の桟には蓋付錫製の水差
しが倒さにして挿しかけてある。亦ガラスの小さい壷とドリルの弓が並ぺて吊
　　Fi9．26短剣鍛冶屋
（Amb－317b．2鉋，Bd　II－1，297）
779
　288　　　　　　　　　　　　早稲田商学第333号
してある。窓外の小川には珍らしい2連の下射式水車が見える。
　30、金細工師
　金細工師のWo1f　Prussel1は1572年10月15目入所。70歳であった。そして
同じ年の12月15目死去。僅か2ケ月間の在所であった。402番昌の兄弟である。
　丸天井の部屋の隅に鍛治炉があり火カミ燃えさかっている。その傍に炭掘みが
ある。仕事机には細工途中の金製豪華た飾り壷が置いてあり，亦その部品の金
製の筒が彫刻用のノミや細いタガネの散らぱってる中に見られる。彼はL字型
の特殊な金床で，銀製のコップを叩き出Lている。細工のみごとな金銀のコッ
プやジョッキ，飾り壷，アクセサリーなど彼の製作品が陳列箱に入れられて展
示してある。
　30マ．真録板板金工
　真鑑板板金工のHans　Grassingerは1572年10月16日入所。70歳であった。
入所後間もなくの12月30目病に倒れ，8日間病床にあっただけで1573年1月7
目死去した。当館には2ケ月と22目間の在所だった。403番目の兄弟。
　石敷きの床，煉瓦積みの仕事場で，犬きた真録円板を打ち出し，飾り皿を製
作している。棚には出来上った飾り皿が5枚程重ねてあり，壁には1枚吊り下
げてある。これらの皿にはいづれも板鎧で武装し，長槍を持ち，壬冠を被った
人物像が浮き出してある。皆同一の人物像のようである。金属板は叩くと硬化
するので途中で何回も焼きなまLたがら模様たどを叩き出し形成Lてゆくので
ある。製作方法については第1巻の947一（早稲田商学，309号，P．289）を参
照されたい。ニュルソペルク市はこの真鎌細工を大いに拡め繁栄させることに
努力し，1493年以来厳重な技術上の秘密保持政策を行った。即ちこれに携わる
職人をニュルソベルク市民のみに限定し，更にこの職人が市外に出ることを禁
止することを制定したのである。真鑑細工はニュルソベルク市の特産品として
世界中に輸出され歓迎された。
　31．桶屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig，27
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　桶職人のStefanFickは1572年2月5目入所。70歳の時である。1574年
4月16目，自室のベットで死んでいるのが発見された。誠実な人物であった。
館には2年2ケ月と11日聞在所した。404番目の兄弟である。
　緑の野原に大きな樽と桶が並んでいる。今彼は締め木で桶のタガを締めてい
るところである。この木桶は上郡がひろがっている桶でブドウを踏みつぶす為
のものか或いは染物，皮なめし用のものであろう。地面にはタガの材料とタガ
をかける時に使用する特殊な用具（Reifenzange）が見られる。この道具が図
に現われてくるのは1574年のこの図が初めてのようである。そしてこの図と
同年に出版されたヨースト・アソマソ（Jost　Ammann）の木版画・桶屋にも
この道具の使用中の図が見られる。亦フラソス大百科全書絵引の中にも見られ
るが，19世紀に入ると姿を見せることが少なくな乱
　桶や簿は大きく次の2種類に分げることが出来る。先づ，コムギ粉，タバコ，
　　　F㎏．27橘屋
（A正nb．317b．2o，Bd　II＿1，31）
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砂糖或いは陶器其の他の器具，書籍などの乾物を輸送する為の容器。もう1つ
は，ビール，ワイソ，ミルク等の液体用の容器である。
　その製作が難かしく最も高度に専門化しているのは勿論液体用のものであ
る。即ち少しの洩れもたいようびっちりと厳密に出来ていなげれぱならない。
更には容量も正確でなけれぱならないし，輸送中の手荒い扱いにも耐えるよう
に出来ていなげれぱならない。しかし液体用桶で最も大切な事は言うまでもな
く洩れないことである。洩れはたる板（おけご）の間の隙間或いは鏡板と周側
面との間の隙間から生ずる。そこで乾燥したトウシソグサ（詰物）をのみのよ
うな遺具で隙間に叩き込んで防いだ。この目的のためにフォークのような道具
（詰め道具）が使われた。この道具でたる板を1頂番にたわめて，たる板の継ぎ
目をひろげ，ここにトウシソグサを詰め込むのである。
　背景に見られ市壁の角の塔状建物の上階から丸に十字の酒屋の看板が長い竿
欧燭舳鮒．’R
璽“　　　　ル㌃屋團
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Fig・28桶屋（JostAmma㎜画）
　　R。特殊用具（Reifenza口g）
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の先に高々と吊されて客を誘っている。地下の酒蔵に彼の作った酒簿が琉珀色
の酒をたっぷりと湛えていることだろう。
　31Y．短剣鍛治屋
　ナイフ作りのMichel1Minder1einは1564年8月27目入所。入所後すぐに
当館の給仕長となった。58歳の時である。そして1574年6月15目死去。在所
期間は9年10ケ月に5目足りなかった。405番目の兄弟である。
　石畳みの床の明るい部屋にテーブルが2脚据えてある。一脚は窓側にあり既
に皿が並べられてある。他のテーブルは地下食糧貯蔵庫に通ずる階段に面して
置かれており，蓋付の夫ジョッキとコップ（いずれも錫製）とバソの切れはし
が載っている。その足許にはカゴに小さい丸バンが多数入れてある。彼は長袖
のシャツの上にぴちっとした袖なしのチョッキを着ている。そして膝上までの
短かいホーズをはき長靴下をしたタイトな身軽な姿である。白布の前掛をし多
数の鍵を吊している。両手に夫きな蓋付ジョヅキを持ち食料庫に足をはこんで
いる。食料庫内の2段の棚の上段には大きなバソ塊が重ねて置いてあり下段に
は酒榑が横たえて並べてある。
　窓からは遠くにシソウェル塔（Sinwe1ltum）とフユソフェック塔（恥n・
feckt岨m）が一際目立つニュルソベルクの王城の建物が望める。
　32．銃床作り
　銃床作りのHans　Leupo1tは1572年10月15日入所。71歳の時であった。そ
して1574年7月1目死去したが，最後の月にはもう可成り衰弱していて生気
がたかった。当館には1年と7ケ月半の在所であった。406番目の兄弟。
　石敷の床，模様で飾られている天井の仕事場で彼は小銃の銃床をヤスリで仕
上げている。床に埋めこんでしっかり固定した鉄製ねじ式立万力の顎に銃床木
部がくわえられている。仕事台には万力用の6角穴のねじ廻Lハソドル，ドル
リ，小刀，丸槌，ハソマー，ヤスリの工具類と銃床が置いてあ乱窓下の壁に
は各種のノミがかけてあり，出入口の上部の棚には手押しカソナが並べてあ
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醐g．29A．手砲　　B．銃床つき銃
る。武器，兵器造りの職人達はフラウェソ塔（Frauentorturm）の側，現在の
Handwerkerhofに屠住していたらしい。窓外遙か彼方にカイザ’ブルクが
見える。
　3世紀中国の呉王朝の時代，硫黄と硝石を混じた爆発物，火薬が発明された
という。この発明は11世紀にタタール人，更にタタール人からアラピア人に伝
わり，13世紀にいたってアラビア人から初めてヨーロヅパ人に伝えられた。こ
の爆発物を竹筒などの筒状物体中に石，陶器のかげら，弾丸たどと一緒に詰め
て点火・発射させることはごく自然に始まった。火筒の出現である。この種の
最古の武器がアラビァ人のMadfaaであり，ここから手筒，そLて持ち運びの
出来る柄のついた手砲へと発展Lた。この手砲の長い柄の部分を左手で抱えこ
み，右手の火縄で点火・発射するので，命中することは殆ど無く，むしろ敵の
心胆を寒からしめることに重点が置かれていた。15世紀の終り頃になって，こ
の鉄の柄は，既に機械弓・弩弓で使用していた木製の銃床に取り替えられるこ
とになった。この改良によって，射つ時銃床を右肩に当てて狙いを定めて射ち，
命中させることが出来るようになったのである。亦銃床木部を長く作ることで
銃身も更に長く出来るようになり，発射速度を速くし手砲を武器とLて優秀な
ものにすることが出来た。そしてこれ以後銃に照準が傭えられるようになった
のである。銃床作りの職人は聞もなく銃床師として独立したツソフトを持っ
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た。
　32丁．短剣鍛治屋
Stefan　Fenitzerは1566年2月11目入所。65歳の時であった。入所当時か
ら既に持病に悩まされていた。気の毒なことに大変抵痛みを受げており，我慢
強くそれを耐えていたが遂にばそれにより生命を果てることになり，1575年4
月4目死去した。当館にはもう7日永らえることが出来れぱ丁度9年と2ケ月
間を過すことになる筈であった。407番目の兄弟である。
　石敷きの床，花模様で飾られている天井の仕事場。彼は館の長いガウソの上
にカプチソ頭巾をデフープレにLて，左手骨を首を廻したひもで吊している。
そして橦木杖をつきながら夫きな体をやっと作業椅子に運んでいる。作業台に
は柄が据えられて完成Lたナイフ，ナイフの刀身，そして柄の材料が整然と並
べられている。窓の縁には砂時計が置かれている。
　33．　パソ屋
　バソ屋のLienharttRuegerは65歳の1574年7月5目入所。病弱でぶらぶ
らの日が続いていたが1575年4月20日の夕景に死亡した。館には9ケ月と15
目間の在所であった。408番目の兄弟。
　レソガ積の大きなバソ焼きガマがあるが，焚き口が無い。古い型式のカマの
ようである。焼きあがった犬きなパソ塊の表面には火の通りをよくする為恋の
か多数の小孔の刺し跡がある。
　33∀．石工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固g．30
　石エのFritz　Wi11ichは1561年2月25日，65歳の時入所。彼は議論好きな
誠実で物静かた人であった。1575年8月19日死去した。館にはあと6日聞で14
年6ケ月問の在所にたる筈であった。409番目の兄弟であ乱
　今長い橋の中間に設けられた円形の見張り塔を建設中である。塔の頂上には
木製の簡単なクレーソが備えられており，塔上の職人と橋の上の職人が切り調
えられた石材を声合せて引き上げている。クレー1■の鉄の爪に挟まれた石材が
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　　　Fig．30石工
（Amb．317b．2。，Bd　II＿1，33▼）
静かに運ぱれていくのが見られる。その喧騒から離れた岸辺で，一本脚の椅子
に腰を下ろして彼はつるはしでニュルソベルク近郊特有の赤味の多い砂岩を切
り調えている。足許には交換用のつるはし頭部，直角定規，吊り下げ錘の水準
器そして重い石材を動かす為めの鉄挺子が数在している。注目すべきはこれら
の散在する道具の刺こたがねと丸い頭の木櫨が見られることである。これらは
石材加工用遣具としてつるはしよりも進んだ道具で，15世紀後半から16世紀初
期に現われてきたものである。
　34．櫛作り
　櫛作りのJOrgKoppe11は1574年4月19目入所。72歳であった。そLて
1575牢9月5日死去。1年4ケ月と16日間の在所であった。410番目の兄弟で
ある。
　石敷きの仕事部屋で簡単た背あてのある三本脚の椅子に座して櫛の歯を立て
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ている。彼は今木製ねじ式立万力から刻み終えた櫛をはずして，作業台上のか
ごに入れようとしている。壁面には大小種々なヤスリとドリルの弓が掛けてあ
る。亦火縄小銃が火薬袋と共に掛かっているが，窓外の図から，これは狩猟用
のものであることが分る。そして彼の足許に控えている白い犬は猟犬である。
犬を違れて瀞こ浮ぶ2羽の水鳥を狙っている彼の姿が異時同図で描かれてい
る。この図に見られる山の上の域がカイザーブルグであって，この湖がニュル
ソベルク市郊外のヴェルデソ湖（WδhrdenSee）であるなら，右手の方で光芒
を放っている太陽は東の方から昇りつつあることにたる。従って彼は早朝の猟
を楽しんでるわけである。
　347．短剣鍛治屋
　短剣作りのMichel　Mainbergerは1569年4月21目入所。1576年3月19目，
老人惚げが非常に進行し更にうつうつとしてふさぎこんでしまったので，息子
のHans　Mainbergerの家にひきとられた。そして，そこで1576年4月19目
75歳で死去した。館には7年問の在所に2目足りたい期間生活した。411番目
の兄弟である。
　本稿の20▼，21，217，23▼，29∀，32▼と同様の図である。
　35．旅亭店主
　旅亭の亭主Hans　Starckは70歳の1573年1月21目入所。1576年5月2目
死去。館には3年3ケ月と11日間在所。412番目の兄弟である。彼は犬変た痛
みに悩されており病身であった。そんた目でも酒好きで大量にブドー酒を飲ん
でいたのでいつも貧しかった。
　屋根越しにつき出た竿に酒屋を示す杉玉と，赤い色の雄鶏を画いた旗印が下
がっている。これはこの酒屋の屋号，Rote　Hahn，を示すものである。店の前
に樽のワイソ榑を桟たへ，ワイソを8分目程に注いだ大形ガラスコップを錫製
皿敷に載せて右手に持ち，左手に錫製ジョッキを持った彼が得意気に立ってい
る。きっと出来の良いワイソたのであろう。門の外にはブドウの実が房々と垂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？87
296 早稲田商学第333号
　　　Fig．31製縄者
（Amh．317b．γ，BdII－1，35▼）
れている。
　35マ．製縄者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固g．31
　綱作りのJeronimus　Schleiferは1571年5月29目入所。75歳であった。そ
して1576年10月27目死去。在所期間はあと2日で5年と5ケ月問になる筈で
あった。413番目の兄弟。
　柱頭にカギのついた3個の滑車，そして柱の下部にハソドルのある犬きた回
転円板を具えた製縄機械が据えてある。その傍で助手の若老が腰を下ろしてハ
ソドルを廻している。製縄職人は腰に巻いた縄の材料の繊維を小さく束ねて滑
車のカギに結びつげる。そしてその繊緯の束を両手の間に握った溝を彫ってあ
る円錐状の木栓で更に2つ或いは4つの束に分げ，引っ張りながら後退L撚り
合せてゆくのである。3個の滑車を3人の職人が用いて同時に3本の縄を作る
ことが出来る。この際各々の縄がからみ合わたいようにきちんと各々の縄を分
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　　　　　　Fig．32製縄機
A．製縄機　　B．円錐状木栓　　C、分離用具
げる為め木釘を櫛状にうちつけた分離用具が用いられ私〔「フラソス百科全書
絵引」の625頁の絵図を参照されたい。〕この作業には長い距離が必要たので
彼は野原に出てやっているのである。
　36．　コソバス作り
　コソパス作りのPangratz　Hackerは1575年4月29目入所。86歳の高令で
あった。そして1577年4月1目死去。あと29日経遇すれぱ在所期問は2年間
になるところであった。414番目の兄弟である。
　足のせ台のついている作業机に向ってねじ式立万力にくわえた鉄片にヤスリ
作業をしている。机にはコソバス部品や仕上ったコソバス，計測用のノギスが
見られる。
　ニュルソベルク市の精密機械器具製品は国内・国外に亘ってその名を轟かせ
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ていたが，それもこのような基本的た精密計測器類の製作がしっかりしていて
しかも盛んであったからによるものだと言える。
　　　　　あらぴ旨　　3冒∀．粗引き針金製造人
　粗引きの針金作り或いは太い針金作りと呼ぱれるStefan　Guttpierは1572
年8月1目，69歳の時入所。そして1577年3月13目死去。当館には4年9ケ
月と13目問在所した。415番目の兄弟である。
　市松模様のタイル張りの仕事都屋の中央に低い大きな作業台が置いてある。
その」二には引き抜き用鉄板（ダイス板）を真中にはさんで2ケの回転子をしっ
かりと固定した装置が2台並んでいる。1台は鉄の針金を引き伸ぱしている。
彼が操作している方は真録線か銅線である。彼は回転子の上端に挿し込んであ
る大きなハソドルを両手で握り，腕まくりをLて力をこめて回している。金属
線がダイスを通過し，左の回転子に引き抜かれ所定の太さのものになって巻き
上げられている。ダイスには大小さまざまの孔が多数あけてある。そしてこの
孔は金属線が入る側が，引き抜かれて出てゆく側より多少大きくしてある円錐
状の孔になっている。
　彼は1430年の針金引き〔第1巻，12．（早稲田商学，302号，p．185，Fig．
18）参照〕の場合と全く同じ作業をしているにも拘らず，Drahtzieherでなく
Grobendrahtzieher即ち太い針金引き或いは素針金引きと呼ぱれる別の分野
に属した専門職なのである。地金の太い棒を引いて太い針金を作ったり亦細い
針金用の素材になる太い針金を作ることを仕事としているからである。この仕
事には犬変大きな力を必要とするので，頑丈に出来てる水車仕掛げの装置で作
ることが多い。
　窓外の美しい景色の中を槍をかついで使者の役に励む彼の姿が異時同図に描
かれている。彼が走って行く前方には多数の鳥が群がっている立木がある。
　37．古靴修理屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．33
　古靴修理のJorg　Hanfst㎝gellは1578年1月15目，72歳の時入所。そして
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同年3月24日に死去。2ケ月と9日問在所していた。416番目の兄弟。
　タイル張りの床，天井も壁も板張りの部屋。大きな窓が1コを開いている。そ
こから教会や大きな木骨構造の家にかこまれた広場が見え，その申央にブドー
棚であろうか，目影をつくっている。都屋の壁には靴の木型が2段にかけてあ
る。そしてベソチ型の作業台が備えられていて，材料の革，錫製ジョッキ，眼
鏡，鉄製パソチ，三目月型ナイフが散在している。三脚椅子に腰を下ろした彼
の前の仕事机には修理中の種々な靴が置いてある。足首の深い靴，足首の部分
を完全に覆えるようなホヅク付キャハソのある靴，そして嚢底を見せている靴
がある。この裏を見せている靴と彼が今膝の上で修理中の靴に注意してほし
い。爪先と踵の部分に厚い革が張られているようである。ヒールの出現を示す
ものであろう。亦仕事机の端に見える爪先部分のみ黒革が張ってあるサソダル
様の一足はガロシソ（オーバシューズ）なのかも知れない。ガロシソは不潔た
　　Fig．33古靴修理屋＝
（Amb．317b－2o，Bd　II＿1，37）
醐g，34　ガロシソ
？9正
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遺路から靴を守るため靴に履かせたものである。
　37．大工
　長い問多くの人々から重宝がられて良く働いた大工のHansKnauermanは
1567年4月10日入所。70歳であった。そして1578年4月17目死去。11年と8
目間の在所であった。417番目の兄弟。信心深い勤勉な人物であった。
　既に］階部分の石積が出来ている建物の2階部分の木骨溝造を組み上げてい
るのであ乱かすがいで木馬に固定した柱材を大斧で削ツている。足許にはノ
ミ，キリ，直角定規，丸頭槌，スミ糸とスミ壼が散在している。はるか彼方に
カイザープルグのシソウェル塔（Sinweut岨m）が見える。
　38．執事
　Weissen　Adler家の元執事であったJorgSemlerは1576年10月31目入所。
64歳であった。館には3年9ケ月在所したが，その間殆んど病に伏っていた。
そして1580年7月31日死去した。418番目の兄弟である。
　地下酒蔵庫の壁にはメモ用の黒板が吊してあり何やら白墨で書いてある。そ
れに並んでWeissen　Ad1er家の絞章を画いた板が掲げてある。階段わきの小
さいテーブルは蟻燭の点った真録の手燭があり，庫内を灰かに明るくしてい
る。ブドー酒樽が2本，枕木に穣たえてあり，1つの榑には呑み口のコックが
付げてある。そしてその下に滴る酒を受げる小桶が置かれてる。亦樽の上には
計量カヅプが見える。彼は片手に錫製ジョヅキを下げ，もう一方に陶製のコッ
プを捧げている。
　38▼．鞄の口金作り　　　　　　　　　　　　　　　　固9．35
　鞄の口金，ガマ日金具作りのPeter　hngは1568年7月28日入所。75歳で
あっ七当館の風紀委員長を4年半に亘って勤め，そLて1580年10月18日死去
した。12年2ケ月と20目間在所した。419番目の兄弟である。
　彼はねじ式立万力に鉄製のガマロ金具を固定してヤスリをかげている。仕事
机の上や壁に，仕上げられた口金や未加工の口金，ヤスリ，ポソチ，ハソマー
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　　Fi9．35鞄の口金作り
（Amh3ユ7b．2o，Bd　II＿1，38v）
が見られる。ところで彼が使用中の万力には注目すべき点がある。従来のねじ
式万力では顎の開閉に万力の頭を貫いているね亡に嵌めたナヅトにいちいちレ
ソチを当てて締めたり緩めたりしていたが，ここでは長いレバーを直接固定し
た分厚いナヅトを用いている。そしてレバーを廻して開閉させるのであ乱更
に現代使われている万力はこのレバーが仕事の邪魔にならない様にいつも下に
落ちるようになっている。この点が異なるが，この万力は現代の万力にあとも
う一歩のところ迄来ている。
　39．短剣鍛治屋
　ナイフ作りのMarxLentz1erは1576年4月21日，72歳の時入所。1581年
8月13日死去した。もう8日間で5年4ケ月の在所にたるところであった。
420番目の兄弟である。
　39γ　締め紐作り　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．36
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　　Fig．36締め紐作り
（Amb．317b．2。，Bd　II－1，397）
　締め紐作りのV1rich　Klainは1576年3月27目入所。64歳の時である。1582
年4月3日死去。6年と6目問在所。421番目の兄弟。
　鉄格子の入った窓の傍に，錠前付小物入れ引出のある仕事机があり，上の面
が拡がっていて，その面に何条かの溝がつけられた金床が据えてある。その溝
は，絹や其の他の糸で作った紐，細い革紐の東の両端に，留め金具用の金属板
を小きい金槌で筒形に形成しながら打ちつける為のものである。両端に小さい
金属筒をつげた締め紐は，衣服を着用の際ぴちっと締めたり或いは靴をぴった
り結びつけるのに使用される。種々た素材が用いられ，種々な色に染められて
いて，実用性と装飾性が兼ねられていた。後方では助手の職人が，柳の枝で造
った大きなバスケヅトの中に入り，染色されてまだ湿っている締め紐用の革を
一心に足で踏みつげている。こうすることで一層のしなやかさを与えているの
である。したやかさを与えられた種々な色の革が吊され乾燥されている。
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　40．女子料理人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醐g．37
　館の女料理人さんと呼ばれているAma　Ba1ttin　Mu1nersは屋根屋の
Va1entinMu1nersの未亡人である。1554年2月9目，館の料理人の職を得て
来所し，1582年8月15目死亡するまで，28年と半年間勤めてくれた。
　タイル張りの調理室，石積みのカマドを前にして，ぴちっと首まである長袖
の自い下着のシャツをつげ，黒っぽい半袖上着，そして裾に太い黒の横線模様
のある長いスカートをつげた彼女が料理に専念してい乱腰には幅の広いバソ
ドを締め，前掛をし，前掛の紐に大きなナプキソをはさんでいる。今，三本脚
真鑑製の壷の中のスープを木製スプーソで掻き混ぜている。その傍に同じ様た
壷が並んで火を囲んでいる。鉄製の薪置き台で盛んに薪が燃え上り，回転串に
U字型に刺したソーセージからは脂が飛び散っている。陶製の水ガメ，炭掘み
が見える。鉄板製の煙出しフードの周辺には種々たカメが伏て並べてあり，大
　　Fig．37女子料理人
（Amh3ユ7b－2o，Bd　II＿1，40）
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きな鉄鍋が炎の真上に吊り下げられている。亦フライバソや小孔がたくさんあ
るスプーソ，フライ返し，大小種々な蓋，お皿が整然と並んでいる。カマドの
下の燃料置きの開穴部には，しのぽうき，その傍にシャベル，干し草用熊手が
置かれてる。
　40Y．車犬工
　車大工のHansFreyholtzは1572年12月23目入所。62歳であった。1583
年4月30目死去。1O年4ケ月と7目間の在所であっれ422番目の兄弟であ乱
　タイル張りの床，窓が2つ続いてある犬きな作業場の中央で，彼は車の幅で
あろうか，犬きな手斧で削っている。輸をまだ入れてない車，出来上った率，
先端都分を心捧に削り終った太い角材や錐が彼の周りに散らかっている。そL
て壁面にはキリ，斧，種類の異なる鐘などの道具類が掛げてあ私戸外には修
理を待ってる車輸や枠形の荷台が置かれてる。2つの窓はいづれも十字枠で仕
切られていてその一部に小さい菱形ガラスを組み合せたガラスが入っているが，
残りの部分は板戸で外に開くようにたっている。　　　　　　（1988，g．20）
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